
　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問順 質　問　者 質問の相手

１番 ３番
是枝みゆき
議員

１. 日置市消防の消火活動に
ついて

(1) 本年度８月に発生した猪鹿倉火災
の消火活動状況の説明と課題を伺
う。

市長

(2) 消防力の整備指針と現況比較にお
いて、26人の消防職員不足が見ら
れる。消防として、この現状をどのよ
うに考えているか。

市長

(3) 消防水利の点検と訓練はどうしてい
るか。

市長

(4) 中高層建物火災の場合、はしご車
がないが、どのように考えているか。

市長

(5) 消防団への出動要請は、どのような
手段で行っているのか。出動の連
絡網はどうなっているのか。

市長

(6) 消防団員の命を守る防護服等の配
布状況はどうなっているのか。

市長

(7) 団員の充足率はどうなっているか。 市長

(8) 火災警報器設置率が100％に届か
ない原因は何か。対策として、現在
どのような努力をしているか。

市長

２. 不登校児童生徒の支援に
ついて

(1) 家から出られない子どもをもつ家庭
への指導、支援はどうしているか。

教育長

(2) 先生方の不登校関連の研修の取組
み状況はどうか。

教育長

(3) 30日付けで厚生省が示した発達障
害がある人への支援策の強化を、
日置市としてはどのように考えてい
るか。

市長
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２番 18番
大園　貴文
議員

１．時代を見据え、魅力ある公
共交通の改善に一体的な
福祉交通政策を

(1) 公共交通存続の危機をどのように
現状分析しているか。
・コミュニティバス、乗合いタクシー
の課題は何か。
・利用者の声はどのようなものがある
か。

市長

(2) 日吉・東市来から空港に走る空港
バスの利用状況、収支状況はどう
か。

市長

(3) 時代の変革を見据え、今後、公共
交通のあり方をどのように進める考
えか。

市長

(4) 過疎高齢化が急速に進展する中
で、市内の何処に住んでいても安
心して住める公共交通のあり方に改
善すべきではないか。

市長

(5) 学校の統廃合が進む中、スクール
バス利用についても統合し、一体的
に検討すべきではないか。

市長

２．市内を周遊する循環バスを
創設すべき

(1) 環境自治体として、また地域間交流
を促進するために、市内４地域を循
環する交通体系を整備し、誰でも利
用できることで福祉の向上と地域間
交流、さらには観光に繋げられる新
しい公共交通体系を進めるべきと考
えるがどうか。

市長
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３番 ６番
福元　悟
議員

１．農産物直売所の経営状況
について

(1) 出荷組合員の推移はどうか。 市長

(2) 来館者数と販売高の推移はどうか。 市長

２．生産者の高齢化に伴う今後
の対策について

(1) 新規出荷者の開拓は進んでいる
か。

市長

(2) 直売所における直接生産体制の検
討について

市長

(3) 栽培技術の相談体制について 市長

３. 直売所に求められる課題に
ついて

(1) 地域の交流拠点や、地域情報の発
信拠点としての役割は果たされてい
るか。

市長

(2) ＮＨＫ大河ドラマ「西郷どん」の撮影
が始まっているが、直売所もひとつ
の観光拠点として積極的に関わる
べきではないか。

市長
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４番 20番
田畑　純二
議員

市政最高レベルの方針を引
き出す質問として

１．本市の危機管理体制につ
いて

(1) 最近、日本各地で発生する豪雤や
地震等の自然災害の中で、本市の
災害に対する危機管理のレベルに
ついて、市長はどう判断し、今後どう
強化していくか。

市長

(2) 総務省消防庁は８月29日、北朝鮮
によるミサイル発射情報を全国瞬時
警報システム「Ｊアラート」で関係自
治体に配信したが、本市でのＪア
ラート発信にトラブルは起きないと確
信を持てるか。

市長

(3) 本市では地域防災力の強化をどう
図り、その成果、効果はどう出てい
るか。また、今後どう強化していく
か。

市長

(4) 本市の自主防災組織は昨年の10月
１日現在、組織率84.7％、142組織
となっていたが、現状はどうか。ま
た、組織化できる環境づくりをどう進
めており、今後の課題と対応策はど
うか。

市長

(5) 昨年の12月議会時点では、本市に
は全部で46カ所の市指定避難所が
あったが、災害対応型のトイレや自
家発電設備等の災害対応機能につ
いて、現状と今後の対応を伺う。

市長

２. 昨年12月議会後の本市の
空き家対策について

(1) 地区館に依頼していた本市の空き
家調査は、今年の３月31日までで
あったが、その実態の集計結果はど
うか。それを踏まえて対応するとして
いた、空き家対策条例の制定はどう
するのか。

市長

(2) 特定空き家に関わる市市税条例に
ついては、どういう形で、倒壊してい
る部分も含めて助成していくのか。
全体像が出た後、支援を示していき
たいとしていたが、その結果はどう
か。

市長

(3) 貸したい方も１割程度いるが、実態
が全然つかめていないので、調査も
十分やっていくとの事だったが、調
査結果はどうか。

市長

(4) 空き家の固定資産税の未払いにつ
いては、今後精査しながら進めてい
きたいとの事だったが、その後の状
況はどうか。

市長

３．市道脇の整備・管理につい
て

(1) 市道脇の土手の竹、小木、かずら、
草等の伐採や払いは、従来そこの
集落が行ってきたが、できなくなっ
ているので、市でできないか。

市長
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５番 ７番
山口　政夫
議員

１. 日置市の大規模災害に備え
る体制について

(1) 消防団員の定員数の充足率88.1％
で尐子高齢化が進む中、団員不足
が懸念される。そこで、日置市消防
職員の増員を図り体制充実を図る
べきと思うが、どのように考えるか。

市長

(2)  「日置市災害時における要配慮者
の避難計画」に自主防災の役割とし
て、避難行動要支援者への避難支
援とある。自主防災組織率も85.5％
（平成29年4月）と高い中、避難支援
時に活用できる、折り畳み式リヤ
カーを自治会へ配備すべきと思う
が、どのように考えるか。

市長

(3) 災害時は物資支援を行う協定書を
民間団体と交わしてあるが、無人航
空機（ドローン）を活用した、災害救
助捜索活動を支援する協定書を結
ぶ考えはないか。

市長

(4) ドローンによる捜索、侵入不可能な
場所への上空からの捜索活動や道
路崩壊確認作業、商工観光事業、
地域づくり事業で、空撮を活用した
PR動画の活用など、日置市で機体
を購入し操縦技能資格者、安全運
航管理者の育成を行い「防災航空
隊」（仮称）を発足させ、行政活動推
進を図らないか。

市長

２. 公衆無線LAN（Wi‐Fi）の設
置について

(1) 今現在、吹上支所1か所、中央公民
館3か所、地区公民館26か所、伊集
院駅、東市来駅、湯之元駅等に設
置されているが、2020年開催され
る、鹿児島国体では、レスリング・軟
式野球の2競技が日置市で行われ
る。そこで、伊集院体育館、伊集院
総合運動公園、東市来総合運動公
園、湯之元球場、その他スポーツ施
設に公衆無線LAN（Wi‐Fi）の設置
が必要と思うが、どのように考える
か。

市長
教育長

5



　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問順 質　問　者 質問の相手

平成29年第５回定例会（９月議会）一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

６番 １番
桃北　勇一
議員

１．災害対策について (1) 行政の災害対策・対応について
伺う。

市長

①どのような災害を想定し、ど
う対策を講じているか。

②災害対策本部の設置予定場所
はどこか。

③土砂災害警戒区域を把握して
いるか。

(2) 避難所運営について伺う。 市長

①避難所の設置予定場所はどこ
か。

②備蓄物資の内容と量は足りて
いるか。

(3) ボランティアセンターについて
伺う。

市長

①ボランティアセンター運営経
験者はいるか。

②ボランティアセンター運営の
準備は出来ているか。

(4) 自主防災活動について伺う。 市長

①自主防災組織の設置状況はど
うなっているか。

②自主防災訓練の内容を把握し
ており、十分であると考えてい
るか。

③災害時要配慮者名簿をどう活
用しているか。

6
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７番 12番
黒田　澄子
議員

１．新公会計基準による新た
な取り組みを問う

(1) 新公会計制度の統一的基準の概
略とそれにより変わる事は何
か。

市長

(2) 固定資産台帳や財務諸表等の整
備状況・見込み及び予算編成等
への活用方策は。

市長

(3) 平成28年３月策定の公共施設等
総合管理計画の推進状況と成
果、財政マネジメントの具体的
方策は。

市長

(4) 職員に対する意識改革・会計教
育等の研修強化は。

市長

２．男女共同参画社会の実現
に向けての取り組みを問う

(1) 本市の男女共同参画基本計画の
実施10年間の成果と課題、評価
をどう考えるか。

市長

(2) 第２次計画策定にあたりアン
ケートを取ったが、10年前のア
ンケート結果との対比をどう捉
え計画するか。

市長

(3) 配偶者等からの暴力の防止及び
被害者支援計画の策定予定は、
どのような位置づけをされる
か。

市長

(4) ＬＧＢＴ支援の現状・対策と課
題、学校における2015年４月30
日の文科省通知（性同一性障害
に係る児童生徒に対するきめ細
かな対応の実施等について）へ
の対応は。

市長
教育長
選挙管理委
員会

(5) 性犯罪厳罰化等の法改正の概要
と本市の性犯罪・性暴力被害者
支援の現状と課題は。

市長

３．生活困窮者自立支援法に
おける学習支援の拡充を

(1) 学習支援の現状と成果と課題を
問う。

市長

(2) 今後、法に基づき対象者の拡充
と支援の拡充を検討すべきで
は。

市長

(3) 学校での教職員の協力体制の現
状は。

教育長

４．食品ロスの対策を (1) 本市の対応（学校教育等も含
む）の現状は。

市長
教育長

(2) 市民や事業所に対しての対処
は。

市長

(3) 3010運動啓発についての飲食店
への協力依頼等の現状は。

市長

(4) ゴミ出しカレンダーへの毎月１
日は冷蔵庫チェックデー・3010
運動などの啓発を掲載できない
か。

市長
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８番 17番
坂口　洋之
議員

１．市民が安心できる本市の医
療制度について

(1)  国民健康保険（国保）の財政状況
と30年度からの県への広域化につ
いての考え方について

市長

(2) 国民健康保険の滞納状況と29年度
の保険証の発行状況について

市長

(3) 経済的な困窮で、十分に医療機関
で受診できない状況があると推測す
るが本市の状況はどうか。

市長

(4) 社会福祉法に基づく生活困窮者、
低所得者等を対象とする医療機関
での鹿児島県内11カ所の無料低額
診療所の啓発をすべきと考えるが
本市の考えはどうか。

市長

２. 日吉地域の活性化について (1) 人口減少、高齢化が進む日吉地
域の現状と課題は何か。また住
民からどのような要望が出され
ているのか。

市長

(2) 来年4月閉校の日吉3小学校の跡地
活用と地元からどのような意見・要
望が出されたのか。

市長
教育長

(3) 住吉小学校は、県道沿いであり立
地がよい。地元産品の販売や、ご当
地レストラン、芸術家も多い地域の
実情を考慮し工房の作品販売や工
芸教室ができるような、食と芸術の
地域の拠点として、調査・検討でき
ないか。

市長

３. 若い世代の政治意識の向
上について

(1) 若者の政治離れや各種選挙の投票
率の低下が指摘されているが、現
状についてどう認識されているの
か。

市長
選挙管理委
員会

(2) 姶良市の若者議会、鹿屋市の高校
生議会等、若い世代の政治意識を
高める取り組みがなされているが、
本市においても、若者・高校生・市
民議会等を実施できないか本市の
考えを伺う。

市長
選挙管理委
員会

8



　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問順 質　問　者 質問の相手

平成29年第５回定例会（９月議会）一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

９番 15番
西薗　典子
議員

１. 川内原発について (1) 福島第１原発事故から６年半。現地
では、依然として困難を極める状況
と伝えられている。
　その間、地震多発、火山爆発、核
実験やテロの懸念など。その中で多
くの課題を抱えたまま、川内原発は
稼働を続ける。このような状況の中、
ＵＰＺに属する自治体として、住民
の命・財産・未来への責任を負う立
場として、見解を伺う。

市長

(2) 再稼働同意のアンケート調査（朝日
新聞H29.8.21）全国155のうちＵＰＺ
自治体首長の53％が立地自治体以
外の同意も必要と答えた。
　今後も重要課題が続出する中で
どのような姿勢で臨んでいきたいと
思っておられるか伺う。

市長

(3) 安定ヨウ素剤希望者への事前配布
の意見書を日置市議会も採択した。
ＵＰＺ以遠の市民のヨウ素剤備蓄を
市として取り組まないか。

市長

(4) 今年度の避難訓練は、どのような計
画内容であり、今までの反省を具体
的にどう生かしていくか。

市長

(5) 学校現場での避難訓練の実績と課
題を伺う。

教育長

(6) 高レベル放射性廃棄物（核のゴミ）
最終処分場について、経済産業省
などが示した科学的特性マップに、
本市は、一部地域で、輸送面で好
ましい地域に該当されるが、これに
ついてどのような見解か伺う。

市長

２．ＮＩＥの推進について
（Newspaper in Edocation）
(教育に新聞を）

(1) 選挙権が18歳以上となり若い世代
の政治的参加が求められている。
社会に関心を持ち情報を集め、自
分の考えを表現できる主権者教育
として教育の場でＮＩＥ推進を図らな
いか。

教育長
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10番 ４番
冨迫　克彦
議員

１. 市政を継続していくための
方向性について

(1) 人口動態について
①合併時と本年８月１日を比較する
と、この間に3,946人減尐した。その
内訳、自然増減と社会増減の状況
を含めて伺う。
また、本年８月１日現在の住民基本
台帳人口に含まれる外国人の方々
の人数は何人か。
　そして、その方々の入国ビザの種
類や職業を伺う。

市長

②日置市の年齢別に見た一番人口
の多い年齢は何歳で、総数は何人
か。

③まち・ひと・しごと総合戦略でも示
されているが、改めて今後の見通し
について伺う。

(2) 普通交付税の動向について
①普通交付税の合併特例からの激
変緩和が平成32年度で終了し、そ
の交付額も５年間で11～12億円減
額されます。平成33年度以降、制度
改正などの動きがあるのかどうか伺
う。

市長

②市町村合併を進めてきた背景に
は、当時、国は地方分権を進める上
で、地方分権を担う基礎自治体とし
て、その行財政基盤を確立する必
要があるという地方分権推進委員会
の中間報告を受けて市町村の再編
を進めてきたが、合併後の財源移
譲について、市長の見解を伺う。

(3) 組織機構や庁舎のあり方について
①人口減尐が進む中での組織機構
のあり方について、具体的な検討方
針を伺う。

市長

②本庁舎の耐震化や産業建設部が
借用して６年目になる県の日置庁舎
も耐震化が出来ていないという事
と、教育委員会も含めスペース的に
手狭になってきている。
　今後の整備方針、東市来支所や
廃校になった建物など、未利用ス
ペースの活用も含め方針を伺う。
　また、もし庁舎を別途整備するとし
た場合、ＰＦＩなど、民間資金を活用
した方法は検討できないか伺う。
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質問順 質　問　者 質問の相手

平成29年第５回定例会（９月議会）一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

11番 ２番
佐多　申至
議員

１. ひおき子育て応援ナビにつ
いて

(1) 昨年、策定された日置市子ども子育
て支援事業計画に伴い、今年４月
鹿児島県内で初めて導入された新
しい事業だが、そのナビの支援内
容と現段階での反響はどうか。

市長

２. 日置市公共交通について (1) 昨年度、日置市地域公共交通網形
成計画が策定され、各地域の分析
結果が出て、日置市が目指すべき
公共交通網の姿が見えてきました。
広報紙で存続危機を市民に訴えて
いるが、目指す姿に向かって、今後
どう検討していくのか。

市長

３. 日置市の債権管理(滞納)に
ついて

(1) 平成22年４月に特別滞納整理課が
設置されてからの日置市の債権滞
納縮減の成果は。

市長
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質問順 質　問　者 質問の相手

平成29年第５回定例会（９月議会）一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

12番 ５番
重留　健朗
議員

１. 災害時における日置市の対
応について

(1) 避難所の箇所数と耐震状況はどう
か。併せて（市立幼稚園）

市長

(2) 長期避難所における、心と体のケア
を行うケアマネージャー等を配置す
る考えはないか。

市長

(3) 災害時における避難所への障害者
用仮設トイレを設置する考えはない
か。

市長

(4) 地震に伴う住宅地や団地等のブ
ロック塀等建設基準の調査につい
て

市長

(5) 災害対策本部の情報通信網を強化
した拠点の設置について

市長

２. 買い物弱者について (1) 移動販売車の利用計画はないか伺
う。

市長

(2) 移動販売車の導入により、高齢者
の免許証の自主返納が見込まれる
と思うがどうか。（移動販売車による
買い物）

(3) 買い物弱者の実態を、民生員等で
調査できないか。

市長

３. 伊集院北小学校付近の空き
地利用について

(1) 平和リース空き地の有効活用策とし
て、市営住宅の建設予定はないか
伺う。建設予定が無ければ、今後、
計画の考えはないか伺う。

市長
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質問順 質　問　者 質問の相手

平成29年第５回定例会（９月議会）一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

13番 14番
山口　初美
議員

１. 脱原発について (1) 国のエネルギー基本計画を見直す
議論が経済産業省の審議会で８月
始まった。
世論は「原発再稼働ノー」が６割を
占めており、この国民の声に答え、
エネルギー政策を根本から改める
議論が必要となるが、市長の見解を
伺う。

市長

２．市内各企業・職場の労働条
件の改善について

(1) 働き方改革が言われている中で憲
法理念の具体化である「労働基準
法」各条項が市内各企業職場では
どうなっているか。市長の認識を伺
う。

市長

(2) 広告の電通社員の過労死もあり、労
働基準法第1,32,37条の実態が問
われている。市長の認識・見解を問
う。

市長

(3) 有給休暇の取得は守られるべき権
利であるがどうなっているか。有給
休暇の欠勤扱いはないか。また、
サービス残業はないか。

市長

(4) 正規と非正規の賃金格差について
の見解を伺う。

市長

３. 農業の振興について (1) 農家数や農業所得の現状はどう
なっているか。

市長

(2) 作物毎の収穫量、収益、価格補償
などの現状や問題点など伺う。

(3) 日本の食糧自給率がさらに下がり
38％になったが、アメリカは130％、
ドイツ95％、イギリス63％である。こ
れについて見解を伺う。

市長

(4) 米直接交付金の廃止による影響は
どうなるか。

市長

４．小中学校の全教室にエアコ
ンの設置を

(1) 各学校の最高気温、最低気温、最
高湿度の状況はどうなっているか。

教育長

(2) 児童、生徒、教師、保護者、地域住
民等から要望が出されており、エア
コンの設置を計画的に進めるべきと
考えるがどうか。

教育長
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